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学力向上を図るための全体計画 

学校の教育目標 学校経営計画（学力向上に関わる要点） 
豊かな人間性と自ら考え、主体的に判断して行動できる力と国際

社会の中で貢献できる人間力の育成を目指し、次のとおり校訓と

教育目標を設定する。 

校訓「叡智、健康、自治、共生」 

○ 健康で自主性に富み、実行力のある生徒 

○ 自由と責任を重んじ、規律ある生活を送る生徒 

○ 仕事と勉強にうち込む生徒 

○ 自分や友達を大切にし、よい集団を育てる生徒 

◎ 国際的な視野をもち、人との共生を図る生徒（重点目標） 

○ 生徒の主体的・協働的な学びを促進する多様な学習形態や指導

方法を工夫し、言語活動を充実させるとともに、思考力・判断力・表

現力を伸長する。また、指導と評価の一体化を図り、補充指導など

を通して基礎的基本的な学習の確実な定着を図る。 

○ 自学自習に対する助言・適切な宿題や課題の提示を行い、家庭

学習習慣の形成を図るとともに、各種検定試験などを活用し、高い

目標に向けて努力する姿勢、チャレンジ精神を育む。 

○ 授業や学校行事などを通して、自然や科学に対する興味・関心

を高めるとともに、日常生活との結びつきや科学技術の進展、環境

保全などについて考え、行動する力を伸長する。 
 

本校における「確かな学力」の定義 

本校では学習指導要領に示された基礎・基本の確実な定着を重視するとともに、次の力を育成する。 

「豊かな人間性」「自ら考え、主体的に判断して行動できる力」「国際社会の中で貢献できる人間力」 
 

教育課程における指導の重点 

各 教 科 道 徳 生活指導 総合的な学習の時間 

〇 授業を通して生徒の思考力・

判断力・表現力を高める。 

〇 生徒の主体的・対話的な学

習を促し、深い学びにつなが

るようする。 

〇 道徳科の授業を要とし、教育

活動全体を通じて道徳性を育

み、相手の身になって考え、

思いやりのある言動ができる

生徒を育てる。 

〇 挨拶やＴＰＯに応じた服装、

時間の遵守、物を大切にする

態度など、良識ある社会人とし

ての基礎・基本を身に付けさ

せ、自ら考え規律ある行動が

できる生徒を育てる。 

〇 体験的な学習や課題を設定

した調べ学習・協働学習・発

表などを通し、学び方やもの

の考え方、表現力を身に付け

させる。 

キャリア教育 特別活動 国際理解教育 オリンピック・パラリンピック教育 

〇 夢や目標をもち、自己実現に

向けて努力し続ける意欲や態

度を育てる。 

○ ３年間を見通した指導計画に

基づく指導を推進する。 

〇 生徒一人一人が役割を果た

す場や機会を意図的に設け、

自己有用感や活動の成就感

を味わわせる。 

〇 集団の質の向上を図るととも

にリーダーとなる生徒を育成

する。 

〇 各教科・道徳・特別活動など

と関連させて国際社会の出来

事に関心をもたせる。 

〇 自他の命や健康を大切にし、

国際親善や国際社会の中で

貢献しようとする意欲や態度を

育てる。 

〇 オリンピックムーブメントやレガシ

ーに重点をおいた各教科・道徳の

授業と関連させた学習を推進し、

興味・関心を高める。 

〇 日本の伝統･文化・風習などを学

び、我が国を愛する気持ちや他国

の文化・人を尊重する態度を養わ

せる。 
 

授業改善に向けた視点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 
○ 学力調査などの結果分析を行うとともに、年２回

生徒による授業評価を行い、授業改善推進プラ

ンに反映させる。 

○ 学力向上支援講師（数学科）を活用し、基礎的･

基本的な内容の定着および発展的な内容の充

実を図り、個に応じた指導の徹底を図る。 

○ 問題解決的な学習、探究的な学習、体験学習、

グループワークやディスカッションなどの多様な

学習形態・方法で生徒の主体的な学びや協働的

な学びを促進する。 

○ 教育課程編成時において、授業時数の

確保を厳正に行うとともに、授業時数の管

理を徹底する。 

○ 各教科・道徳・総合的な学習の時間の指

導計画に、国際理解教育、オリンピック・パ

ラリンピック教育に関わる内容を導入する。 

○ 校外学習に、理数教育、国際理解教育に

関わる施設の見学や体験を取り入れる。 

○ 教科部会、年次研修における校内での研

究授業などを通して、教科指導力の向上

を図る。 

○ 「特別の教科 道徳」についての研究（研

修）を通して、道徳科の授業改善を図る。

また次年度からの道徳科の評価を見据

え、評価の実際について研究を深める。 

評価活動の工夫 家庭や地域との連携の工夫 小中一貫教育の視点 

○ 組織的な点検を行い、適正な評価・評定

の実施に努める。 

○ 常に、年間指導計画・評価計画の見直し

を心がけ、指導と評価の一体化を図る。 

○ 評価・評定の方法について、生徒・保護

者にわかりやすい説明を複数回行う。 

○ 家庭との連携、下校時の関町図書館の利用を

通して家庭学習習慣の形成を図る。 

○ 放課後の地域未来塾や夏季休業中の補充指導

を工夫して行い、基礎的・基本的な内容の確実

な定着や個に応じた指導の充実を図る。 

○ 英語や漢字などの検定試験について地域人材

を活用して行い、高い目標達成に向けて努力す

る姿勢とチャレンジ精神を育む。 

○ 作成した課題改善カリキュラムを実施して

検証を行い、適宜カリキュラムの改善を図

りながら小中一貫教育を推進する。 

○ 各学校で実施する研究授業や公開授業

への相互参加を継続して行い、教員相互

の研修交流を深める。 

 

授業改善策の検証方法 
○ 国・都・区の学力調査の結果分析    ○ 生徒による授業評価（年２回）     ○ 学校関係者評価委員会での意見聴取 

○ 生徒・保護者・地域の方・教員を対象とした「学校経営方針および教育課程、今年度の重点目標に対する評価」 
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